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『
平
家
物
語
』
国
語
教
育
の
一
側
面
（
２
）

│
那
須
与
一
伝
説
の
広
が
り
と
魅
力
│

武　

田　

昌　

憲

　
　
　

は
じ
め
に

　

古
典
教
育
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
作
品
そ
の
も
の

を
鑑
賞
し
て
行
く
に
つ
い
て
問
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。
―
日

常
使
い
慣
れ
な
い
旧
仮
名
遣
い
に
対
す
る
抵
抗
感
、
や
た
ら

と
多
い
文
語
体
の
古
典
文
法
特
に
活
用
形
や
敬
語
・
・
・
是

が
試
験
に
出
る
の
で
い
や
い
や
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
―
に
対
す

る
拒
否
感
な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
の
障
壁
を
ど
の
よ
う
に
取
り

除
い
て
い
く
か
―
が
、
魅
力
を
妨
げ
て
い
る
一
要
素
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
我
が
国
の
古
典
は
世
界
に
誇

れ
る
伝
統
文
化
の
代
表
で
も
あ
る
。
古
典
の
読
み
は
古
代
以

来
、
延
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
日
本
人
固
有
の
共
有
物
で
あ

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
『
学
習
指
導
要
領
』
の
特
質
の

一
つ
で
あ
る
「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
」（
１
）
は
古
典
教

育
に
も
優
位
な
方
向
付
け
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
て
教
育

の
現
場
で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
報
告
等
の
各

種
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
古
典
教
育
の
材
料
の
中

で
も
、
最
も
有
効
な
作
品
の
一
つ
が
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
。

多
少
身
贔
屓
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
典
の
割
に
は
語
り
の
要

素
が
入
っ
て
い
る
た
め
読
み
や
す
く
、
声
に
出
し
て
も
調
子

も
良
く
、
な
ん
と
い
っ
て
も
歴
史
的
史
実
を
捉
え
、
登
場
し

た
場
所
や
登
場
人
物
も
実
在
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
歴
史
の

転
換
点
を
描
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
日
本
史
と
も
連
動
し
や

す
い
（
合
戦
・
戦
争
自
体
、
大
き
な
歴
史
の
転
換
点
で
あ
る

こ
と
が
多
い
）。
何
よ
り
も
子
孫
を
含
む
登
場
人
物
の
関
係
者

が
、
様
々
な
形
（
地
縁
・
血
縁
そ
の
他
の
興
味
等
）
で
今
日

も
関
わ
り
、
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
作
品
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
教
材
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
の
面
白
さ
は
テ

キ
ス
ト
の
享
受
や
琵
琶
法
師
に
よ
る
語
り
だ
け
で
は
な
い
。

「
生
き
る
力
」
そ
の
も
の
の
舞
台
の
中
で
の
生
き
た
授
業
を
ど
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う
行
う
か
は
教
員
の
技
量
や
関
心
の
度
合
い
が
大
き
い
。
以

上
の
事
を
踏
ま
え
て
、
教
材
と
し
て
の
「
那
須
与
一
」
と
、

そ
の
伝
承
に
つ
い
て
一
言
述
べ
た
い
。

　
　
　

１
、
与
一
の
伝
承

　

古
典
教
育
の
中
で
も
『
平
家
物
語
』
は
も
っ
と
も
よ
く
扱

わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
冒
頭
部「
祇
園
精
舎
」は
別
に
し
て
も
、

特
に
「
那
須
与
一
」「
木
曽
最
期
」
等
は
よ
く
扱
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
教
材
研
究
は
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
止
ま
っ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
那
須
与
一
」
を
取
り
上
げ
た
場
合
、

諸
本
と
し
て
の
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
載
る
。
実
際
の
授
業

で
『
源
平
盛
衰
記
』
を
扱
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
伝

承
の
幅
広
さ
を
示
す
だ
け
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
生
徒

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
同
様
に
、
全
国
各
地
の
与

一
伝
承
の
存
在
が
、
意
外
と
『
平
家
物
語
』
の
親
密
さ
を
生

徒
に
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
思
う
。
中
に
は
地
域
挙
げ

て
そ
の
伝
承
を
保
存
し
、
行
事
と
し
て
地
域
の
振
興
に
寄
与

し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
那
須
与
一
関
係
の
伝
承
地
を
全
国
か
ら
少
し
探

し
出
し
て
指
摘
し
て
み
た
。

那
須
与
一
関
係
の
伝
承
地
等
（
２
）

北
海
道

青
森
県　

十
和
田
市
に
神
楽
の
曲
目
に
「
那
須
与
一
」
が

あ
る
等
。

岩
手
県　

大
東
町
に
那
須
氏
栄
え
る
等
。

宮
城
県　

栗
原
市
に
白
山
神
社
の
例
大
祭
で
、
与
一
が
巨

大
な
扇
を
射
る
「
馬
乗
渡
し
」
が
あ
る
等
。

秋
田
県　

常
陸
か
ら
佐
竹
氏
移
封
に
伴
い
移
住
し
た
那
須

家
が
い
る
等
。

山
形
県　

米
沢
市
に
米
沢
藩
重
臣
の
菩
提
寺
跡
に
与
一
の

供
養
塔
が
あ
る
等
。

福
島
県　

会
津
美
里
町
に
「
那
須
与
市
郎
」
と
書
い
た
立

札
を
立
て
る
と
大
豆
が
無
事
に
実
る
等
。

茨
城
県　

真
壁
郡
の
伊
勢
神
領
は
与
一
が
献
納
し
た
と
い

う
（『
理
齋
随
筆
』）
等
。

栃
木
県　

那
須
与
一
の
本
拠
地
。
伝
承
が
多
く
あ
る
。
鹿

沼
市
に
那
須
大
八
郎
と
鶴
富
姫
の
墓
も
あ
る
等
。

群
馬
県　

甘
楽
町
に
与
一
が
在
住
し
弓
の
稽
古
に
励
ん
だ

と
い
う
地
が
あ
る
等
。

埼
玉
県　

扇
の
的
を
射
た
恩
賞
地
「
太
田
荘
」
が
あ
る
等
。
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千
葉
県　

八
日
市
場
市
の
大
堀
城
の
城
主
那
須
大
角
は
与

一
の
兄
朝
隆
が
祖
等
。

東
京
都　

大
田
区
太
田
神
社
に
与
一
の
守
り
本
尊
と
い
う

木
像
が
あ
る
等
。

神
奈
川
県　

鎌
倉
市
に
与
一
の
屋
敷
跡
が
、
厚
木
市
に
与

一
供
養
塔
が
あ
る
等
。

山
梨
県　

甲
府
市
木
稲
積
神
社
は
那
須
氏
ゆ
か
り
の
神
社

等
。

長
野
県　

扇
の
的
を
射
た
恩
賞
地
「
角
豆
荘
」
が
あ
る
。

諏
訪
に
与
一
の
兄
弟
が
隠
れ
て
い
た
等
。

新
潟
県　

三
条
市
に
与
一
ゆ
か
り
の
木
杯
・
腰
旗
が
あ
る
。

越
後
那
須
氏
は
与
一
の
室
が
新
田
義
重
の
娘
で
あ
る
等
。

静
岡
県

愛
知
県　

豊
田
市
に
八
草
城
主
那
須
氏
が
栄
え
た
等
。

岐
阜
県　

美
濃
市
立
花
・
佐
々
坂
地
区
に
は
那
須
姓
が
多

く
、
そ
の
地
の
六
角
堂
は
那
須
家
由
来
の
も
の
で
あ
る
等
。

富
山
県

石
川
県　

加
賀
守
那
須
某
が
見
え
る
（
大
日
本
史
国
郡
司

表
）
等
。

福
井
県　

扇
の
的
を
射
た
恩
賞
地「
東
荘
宮
川
原
」が
あ
る
。

勝
山
市
に
能
楽
「
延
年
那
須
」
が
あ
る
等
。

滋
賀
県　

彦
根
市
法
蔵
寺
に
与
一
の
矢
を
所
蔵
。
近
江
市
、

大
津
市
に
も
伝
承
が
あ
る
等
。

京
都
府　

京
都
市
即
成
院
に
与
一
の
墓
が
あ
る
。
扇
の
的

を
射
た
恩
賞
地
「
五
箇
荘
」
が
あ
る
等
。

大
阪
府　

豊
中
市
超
光
寺
は
与
一
が
出
家
し
た
と
伝
え
る

等
。

奈
良
県　

桜
井
市
の
長
谷
寺
に
与
一
が
参
拝
し
た
等
。

三
重
県

和
歌
山
県　

田
辺
市
長
野
八
幡
神
社
に
与
一
が
持
参
し
た

御
神
体
が
あ
る
等
。

兵
庫
県　

神
戸
市
須
磨
区
に
与
一
の
墓
が
あ
る
。
篠
山
市

に
も
伝
承
が
あ
る
等
。

鳥
取
県　

下
野
那
須
七
騎
の
一
家
伊
王
野
氏
が
栄
え
た
等
。

島
根
県　

太
田
市
・
飯
南
町
に
与
一
の
墓
が
あ
る
等
。

岡
山
県　

井
原
市
に
与
一
や
備
中
那
須
氏
の
墓
が
あ
る
。

扇
の
的
を
射
た
恩
賞
地
（
荏
原
荘
）
が
あ
る
等
。

広
島
県　

安
芸
太
田
町
に
与
一
の
墓
が
あ
る
。
福
山
市
に

も
伝
承
が
あ
る
等
。

山
口
県　

下
関
市
の
稗
田
氏
は
与
一
の
兄
稗
田
九
郎
朝
隆
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の
子
孫
等
。

徳
島
県　

石
井
町
に
与
一
が
扇
の
的
を
射
た
矢
が
飛
ん
で

き
た
所
が
伝
わ
る
。
与
一
夫
婦
の
墓
が
あ
る
等
。

香
川
県　

高
松
市
に
与
一
の
射
た
時
の
駒
立
岩
、
祈
り
岩

等
が
あ
る
。

愛
媛
県　

東
宇
和
郡
野
村
町
に
与
一
が
熊
野
神
社
を
歓
請

し
て
こ
の
地
に
住
ん
だ
等
。

高
知
県　

土
佐
の
那
須
氏
は
与
一
の
兄
四
郎
久
隆
の
孫
で

あ
る
等
。

福
岡
県　

み
や
ま
市
に
幸
若
舞
の
曲
目
「
扇
の
的
」
が
あ

る
等
。

大
分
県　

庄
内
町
に
豊
後
那
須
氏
が
栄
え
る
等
。

宮
崎
県　

椎
葉
村
に
与
一
の
弟
大
八
郎
と
平
家
落
人
鶴
富

姫
の
伝
説
が
あ
る
等
。

佐
賀
県　

伊
万
里
市
や
大
和
町
の
「
石
つ
き
唄
」
に
那
須

与
一
が
う
た
わ
れ
て
い
る
等
。

長
崎
県　

対
馬
に
古
代
那
須
氏
の
ゆ
か
り
の
神
社
が
あ
る

等
。

熊
本
県　

五
家
荘
に
、
与
一
の
嫡
男
小
太
郎
宗
治
が
、
扇

の
的
の
場
に
い
た
玉
虫
御
前
と
結
ば
れ
た
。
御
船
町
に
も

伝
承
が
あ
る
等
。

鹿
児
島
県　

島
津
氏
に
仕
え
た
那
須
氏
が
あ
る
等
。

沖
縄
県

　

以
上
の
都
道
府
県
ご
と
の
伝
承
地
等
か
ら
見
る
と
、
北
海

道
や
沖
縄
県
を
含
む
数
県
に
伝
承
等
が
指
摘
で
き
な
い
地
域

が
あ
る
。
が
、『
平
家
物
語
』
の
他
の
伝
承
、
例
え
ば
源
義
経

や
そ
の
一
族
や
家
来
の
伝
承
、
ま
た
平
清
盛
関
係
者
の
伝
承

を
見
る
と
日
本
全
体
を
覆
う
無
数
と
も
言
う
べ
き
膨
大
な
伝

承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
欄
の
北
海
道

で
は
義
経
の
伝
承
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
同
じ
空
欄
の
静
岡

県
は
富
士
川
の
合
戦
で
知
ら
れ
、
頼
朝
の
配
流
の
地
、
伊
豆

の
蛭
が
小
島
等
多
く
の
源
平
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
同
富
山
県
は
加
賀
・
越
中
境
の
倶
利
迦
羅
峠
の
合
戦
等
、

義
仲
伝
承
な
ど
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
同
三
重
県
に
至
っ
て

は
伊
勢
平
氏
の
拠
点
で
も
あ
り
、
遺
跡
の
豊
富
さ
は
云
う
ま

で
も
な
い
。
同
沖
縄
県
も
平
家
落
人
伝
説
の
地
と
し
て
知
ら

れ
る
（
も
っ
と
も
平
家
落
人
伝
説
地
は
全
都
府
県
に
み
ら
れ

る
）
し
、
為
朝
伝
説
も
眠
る
。（
３
）

　

ま
た
、
那
須
与
一
宗
隆
（
資
隆
）
の
兄
弟
も
兄
が
十
人
い

る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
が
住
ま
い
の
地
名
を
姓
に
し
（
森
田
太
郎
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光
隆
、
佐
久
山
次
郎
泰
隆
、
芋
淵
三
郎
幹
隆
、
福
原
四
郎
久
隆
、

那
須
五
郎
之
隆
、
滝
田
六
郎
実
隆
、
澤
村
七
郎
満
隆
、
堅
田

八
郎
義
隆
、
薭
田
九
郎
朝
隆
、
戸
福
寺
十
郎
為
隆
）（
４
）、
各

地
で
栄
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
那
須
一
族
は
那
須
姓
だ
け
で

は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

個
人
情
報
の
制
約
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で

古
典
の
歴
史
事
項
と
、
現
在
の
伝
承
は
素
直
に
指
摘
し
て
み

る
と
よ
い
の
で
は
と
思
う
。

　
　
　

２
、『
源
平
盛
衰
記
』

　
『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
、
那
須
与
一
の
扇
の
的
の
異
本
を
載

せ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
玉
虫
」
の
記
事
を
載
せ
る
該
当
文

を
掲
載
す
る
。

「（
前
略
）　　

沖
よ
り
、
荘か
ざ

り
た
る
船
一
艘
、
渚
に
向
う
て
漕
寄
す
、
二
月

廿
日
の
事
な
る
に
、
柳
の
五
重
に
紅
の
袴
着
て
、
袖
笠
か
づ

け
る
女
房
あ
り
、
皆
紅
の
扇
に
日
を
出
し
た
る
を
杙く
ひ

に
挟
み

て
、
船
の
舳
頭
に
立
て
、
是
を
射
よ
と
て
、
源
氏
の
方
を
ぞ

招
き
た
る
。
此
女
房
と
云
ふ
は
、
堅
礼
門
院
の
后
立
の
御
時
、

千
人
の
中
よ
り
選
び
出
せ
る
、
雑
司
に
玉た
ま
む
し
の
ま
へ

虫
前
共
云
ひ
、
又

は
舞ま
ひ
の
ま
へ前
と
も
申
す
、
今
年
十
九
に
ぞ
成
り
け
る
、
雲
のび
ん
づ
ら霞

の
眉
、花
の
面か
ほ
ば
せ子
雪
の
膚
、絵
に
か
く
と
も
筆
も
及
び
が
た
し
、

折
節
夕
日
に
耀
き
て
、
い
と
ゞ
色
こ
そ
増
り
け
れ
、
斯
り
け

れ
ば
西
国
ま
で
も
召
具
せ
ら
れ
た
り
け
る
を
、
出
さ
れ
て
此

扇
を
立
て
た
り
、
此
扇
と
云
ふ
は
、
故
高
倉
院
厳
島
へ
御
幸

の
時
、
三
十
本
切
立
て
ヽ
明
神
に
進
奉
あ
り
、
皆
紅
に
日
出

し
た
る
扇
な
り
、

（
中
略
、
与
一
が
扇
の
的
を
射
た
後
、）

玉
虫
は
、

　
　

時
な
ら
ぬ
花
や
紅
葉
を
み
つ
る
哉　

芳
野　

初
瀬
の
麓

な
ら
ね
ど

（
後
略
）」

　

扇
の
的
の
前
に
立
っ
た
女
性
は
「
玉
虫
前
」
と
い
う
美
女

で
あ
っ
た
。「
時
な
ら
ぬ
花
や
紅
葉
を
み
つ
る
哉　

芳
野　

初

瀬
の
麓
な
ら
ね
ど
」
と
咄
嗟
に
歌
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
才

女
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
玉
虫
前
伝
説
も「
玉
虫
御
前
」と
し
て
、

詳
細
は
省
く
が
那
須
与
一
伝
説
と
絡
ん
で
各
地
に
点
在
す
る

の
も
『
平
家
物
語
』
ら
し
い
頒
布
ぶ
り
で
あ
る
。
扇
の
由
来

も
記
述
し
、
話
題
に
事
欠
か
な
い
。
全
国
の
ど
こ
か
で
こ
れ

ら
の
伝
承
が
土
着
し
、
地
元
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
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も
あ
る
（
ま
た
、
地
元
か
ら
作
品
に
反
映
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
う
る
）。

　

勿
論
『
平
家
物
語
』
の
伝
承
は
那
須
与
一
や
木
曽
義
仲
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
平
清
盛
、
源
義
経
関
係
の
伝
承
・
伝
説
は

与
一
や
義
仲
ど
こ
ろ
で
は
な
い
ほ
ど
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。

古
典
の
テ
キ
ス
ト
で
も
こ
れ
ら
が
教
材
と
し
て
よ
く
扱
わ
れ

る
の
も
、
意
外
と
身
近
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
し
、
同
時
に
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
と
い

う
認
識
も
読
者
（
こ
こ
で
は
主
に
生
徒
）
に
持
っ
て
も
ら
う

と
よ
い
。

　
　
　

３
、
時
間
軸
と
空
間
軸
が
古
典
の
魅
力

　

那
須
与
一
の
伝
承
が
地
元
の
伝
承
と
結
び
付
け
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
典
教
育
と
身
近
な

接
し
方
が
で
き
る
一
方
法
と
見
る
事
も
出
来
る
の
で
は
な
い

か
。
一
例
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
与
一
の
伝
承
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
地
元
の
伝
承
を
改
め
て
意
識
し
て
教
材
に
取
り
上

げ
る
可
能
性
も
あ
る
。
古
く
か
ら
の
地
域
の
伝
承
が
テ
キ
ス

ト
と
関
連
付
け
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
生
き
た
教
材
と
し

て
伝
承
も
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
は
し
ま
い
か
。
も
っ
と
も

各
地
域
の
伝
承
の
程
度
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
。

　

特
に
『
平
家
物
語
』
の
よ
う
な
軍
記
物
語
は
登
場
人
物
も

豊
富
で
あ
る
し
、
場
面
も
平
安
京
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
活

躍
の
場
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
関
係
者
も
全
国
に
広
が
り
そ

の
子
孫
も
膨
大
な
数
と
な
っ
て
今
に
栄
え
て
い
る
。
こ
う
考

え
る
と
古
典
（
特
に
歴
史
文
学
）
と
現
代
は
無
関
係
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
現
代
に
い
る
か
ら
こ
そ
時
間
軸

と
空
間
軸
を
操
作
し
て
、
た
と
え
ば
、
そ
の
時
代
の
作
品
を

昔
の
人
物
が
い
た
同
じ
空
間
で
味
わ
う
と
い
う
楽
し
さ
が
生

じ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
ゆ
と
り
」
を
持
っ
た

多
面
的
教
育
が
で
き
れ
ば
、
人
間
教
育
の
一
端
と
し
て
生
徒

に
与
え
る
影
響
は
大
き
な
プ
ラ
ス
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
テ
キ
ス
ト
を
読
む
、
か
ら
、
諸
本
の
面
白
さ
を
見

る
（
５
）、
そ
し
て
、
地
元
の
伝
承
を
知
る
、
ヘ
と
連
結
し
て
行

け
ば
、
現
実
と
遊
離
し
た
古
典
世
界
で
は
な
く
な
る
と
思
う
。

古
典
の
教
授
の
あ
り
方
と
し
て
言
語
活
動
の
活
用
が
言
わ
れ
、

「
読
み
比
べ
」
を
行
う
な
ど
の
言
語
活
動
が
よ
く
提
唱
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
意
外
と
教
材
は
身
近
な
地
元
に
も
い
ろ
い

ろ
な
形
で
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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代
表
と
し
て
今
回
取
り
上
げ
た
那
須
与
一
の
扇
の
的
の
一

場
面
は
、
特
定
の
時
期
の
特
定
の
場
所
、
即
ち
元
暦
二
年

（
一
一
八
五
）
二
月
、
讃
岐
の
国
（
香
川
県
）
屋
島
、
で
の
合

戦
の
ひ
と
コ
マ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

注
１
、
例
え
ば
、
林
教
子
「
高
等
学
校
国
語
科
に
お
け
る
新

教
科
書
・
新
教
材
の
傾
向
と
特
質
―
新
学
習
指
導
要

領
下
で
の
変
革
―
」（『
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』

35
号　

平
成
27
年
３
月
）
で
は
、「
今
次
改
訂
の
学
習

指
導
要
領
の
特
徴
を
端
的
に
示
す
と
す
れ
ば
、「
言
語

生
活
の
充
実
」
と
「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
」

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

２
、
参
考
資
料
と
し
て　
『
天
の
那
須
与
一
』（
那
須
義
定

　

叢
文
社　

一
九
九
三
年
）　
『
華
の
那
須
与
一
』（
那

須
義
定　

叢
文
社　

一
九
九
八
年
）　
「
全
国
の
与
一

伝
承
」（
太
田
市
那
須
与
一
伝
承
館
）
等

３
、『
平
家
物
語
事
典
』（
大
津
雄
一
・
日
下
力
・
佐
伯
真
一
・

櫻
井
陽
子
編
、
平
成
二
十
二
年　

東
京
書
籍
）「
伝
説
・

総
説
」
に
よ
る
。

４
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
。

５
、
拙
文
「『
平
家
物
語
』
国
語
教
育
の
一
側
面
―
諸
本
の

事
な
ど
―
」（『
尚
絅
語
文
』
４
、
平
成
二
十
七
年　

三
月
）


